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本日のAGENDA

OEPC体制

DXを取り巻く環境

DX推進 : ４つのヒント

まとめ
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OEPC体制
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OEPC体制

会員:民間企業 

賛助会員:各種団体 

物流分科会 

サーキュラエコノミー分科会 

ユーザーアーキテクチャ要件分科会 

有識者会議 

プロジェクト-a 

実行委員会 

未設置

Newプロジェクト-a 
プロジェクト-b 

デジタルエコシステム 
官民協議会 

（連携検討中）

xIPFコンソーシアム 
New
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OEPC会員企業

あいうえお順。2026年2月25日現在。

(*)入会検討中の企業も含む

旭化成株式会社
株式会社オージス総研
株式会社ジェーシービー
株式会社商工組合中央金庫
TREホールディングス株式会社
東京ガスｉネット株式会社
みずほリース株式会社
三井化学株式会社
株式会社三菱UFJ銀行
横河電機株式会社
株式会社リコー
ロジスティード株式会社

大成建設株式会社(*)
川崎重工業株式会社(*)
古河電工株式会社(*)

一般社団法人運輸デジタルビジネス協議会（TDBC）
一般社団法人企業間情報連携推進コンソーシアム（NEXCHAIN）
一般社団法人サスティナビリティ・DX推進協議会（SDXC）
一般社団法人 システムイノベーションセンター（SIC）
一般社団法人データ社会推進協議会（DSA）
一般社団法人製造科学技術センター （MSTC）

会員企業(事業会社） 賛助会員 
株式会社インフォメーション･ディベロプメント
株式会社ウイングアーク1st
SCSK株式会社
NTTドコモビジネス株式会社
NTTデータグループ株式会社
ソフトバンク株式会社
株式会社ディグル
株式会社東芝
TDCソフト株式会社
株式会社dotD
日本アイ・ビー・エム株式会社
日本電気株式会社
ビジネスエンジニアリング株式会社
富士通株式会社
株式会社豆蔵
レーダーラボ株式会社

会員企業(IT企業） 

民間企業のほか、経済産業省、IPA、産業総合
研究所、経団連などとも連携しています。
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DX推進のヒント
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DXの不発?

業務改善・省力化

ペーパーレス化

デジタル商品・サービス投入

システム化・デジタル化

AI技術の試験導入

デジタル新事業へのシフト

ビジネスモデルの刷新

従来型のシステム化・IT化レベル

Transformationによるビジネスモデルのシフト

DXの試行レベル

結局、真のDXを意味する 「X」 =Transformationは、実例として多くの企業で普及したという実感を持てて
いない。
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生成AIの急速な普及

AIは、そもそも技術的に難易度が高い

技術進化が早く、キャッチアップが容易ではない

企業の情報システムにどこまで適用すべきか悩ましい

ビジネス部門も手探りで、業務要件が決めにくい

生成AIは、既存の企業活動、情報システムの利用形態を、根本から劇的に変化させるほどのインパクト
がある。すなわち本来のDXは、生成AIをマスターすれば、大きく進展させられるはず。

「現在は生成AI黎明期であり、異質な知性とのファースト
コンタクトの真っ最中」 by 安野貴博氏

生成AIの
現場適用
を妨げてい
る主な原因



9

生成AI時代の大胆なDX目標設定

帳票のAI置換により完全撤廃する

新卒・キャリア採用目標数を達成する

新規事業の収益で既存事業を逆転させる

生成AI本格活用で本社業務を半減させる

共創型ビジネスを創出し黒字化させる
• 目標設定したら、達成のための施
策立案を行う。

• IT/DX部門をはじめ、各事業部門に
責任者を設定。

• 最低四半期単位に進捗状況をト
ラッキング。
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自社ならではのDX

1）人手不足対応
2）人材流出防止と魅力向上
3）競争力の維持・向上
4）災害・気候リスク対策
5）地域内連携推進

＝ 企業と地域の競争力（魅力）アップ

ʣ 役割分担を考える
ʤ ビジネスモデルを企画する
ʥ 標準化されたデジタル技術で結ぶ
ʦ とにかく試行錯誤を繰り返す

協創DX
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デジタル時代の役割分担（例）
゙
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プロジェクト組成による協創DX

CE化学プロジェクト

水産・農・林業SC創出プロジェクト

物流三流最適化プロジェクト

CE樹脂プロジェクト

ʣ プロデューサーを決める

ʤ 中小・ベンチャー企業を巻き込む

ʥ アナログ処理は排除する

ʦ 当初からAI技術を組み込む

成功の要諦
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DX推進 : ４つのヒント
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DX推進:4つのヒント

ヒント③ データ利活用の具体化

ヒント① 組織と人材の改革

ヒント② 生成AIの徹底理解

• DXを現実的に遂行するには多様な人材が必要だ
が、その現状把握と育成策を遂行できているか。

• 最新の生成AIを深く理解し、開発の現場に持ち込
める人材を拡充する施策を遂行できているか。

• DXを下支えするAIによるデータ分析・活用を具体
化し、経営や現場改善に活かせているか。

ヒント④ 協創によるDX • DXを自社単独活動にとどめず、ビジネスモデルの
設計やDXの加速に協創を活用している。
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❶ IT・デジタルに
従事している人材

❷ 生成AIや共創ビジネスを熟
知している人材

❸ハイブリッド人材
（希少人材）

ヒント① 組織と人材の改革ヒント① 組織と人材の改革
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起承転結＋プロデューサー

• 皆様が所属なさっている会社に、「起承転結
＋プロデューサー」 の５タイプの人材がどこ
まで揃っていますか。

• 「転結企業」に陥っていませんか。
• 長年の企業文化の浸透により、多くの企業
はこれら５タイプの人材に偏りが生じていま
す。

• 足りない人材は、「共創」で補うことを強くお
勧めしています。

出典 : 経団連 DX～価値の協創で未来をひらく～
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IT部門・情報子会社のDX/AI推進 AS IS

各部門

各部門

ボードメンバー

部門長

リーダー

メンバー

指導・育成

指導・育成

DX/AI部門

部門長

リーダー

メンバー

指導・育成

指導・育成

少人数で孤立しがち
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各部門

生成AI普及委員会（仮称）

委員会の意向を受け
率先して普及活動を
推進

管下職員への
浸透を明確に
ミッション化

役員
DX/AI
責任者

（委員）
DX/AI窓口

部門長

リーダー

メンバー

指導・育成

指導・育成

IT部門・情報子会社のDX/AI推進 TO BE
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DXを妨げてきた知識分断に手をつける

基幹業務知識・経験 生成AIの最新技術

“X”できる着想力既存技術知識・経験

一部の事業会社では、ハイブリッドな人材育成に着手。段階的に新卒やキャリア採用に加え、生
え抜き社員を戦略的に養成し、基幹システムにAIを活用できる開発保守体制を進めはじめた。

食わず嫌いをまずは克服する
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時代はAI-READYなIT部門へ TO BE

コンプライアンス研修やセキュリティ研修同様、全社員必須習得スキルと位置付け、全部門普及
施策を早期に確立することをお勧めしたい。

基幹システム知識
生成AI活用意識

生成AI技術
メインフレーム技術

システム保守運用システム保守運用
技術

クラウド/クラウド/
Open技術
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DX/AI先進企業の推進体制に学ぶ

ゲーム

映画

音楽

出版

エレクトロニクス

半導体

HQ

US

デジタル技術
中核部門

Legal

Security

Data PrivacyData Privacy

AI Ethic

EU

ガードレール

技術パートナーシップ

ビジネス部門

CoE

G企業へのAI
サービス提供

技術統括

最新技術の
アップデート
と社内利用ア

セス

AI最新技術を常にキャッチアップしアセスメントを進めている部門と、ビジネス部門ニーズを捉えて現場
適用を推進している部門の二軸体制を確立。

IT/AI部門
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ヒント② 生成AIの徹底理解

人間が有する知識や経験値を大量に蓄積できる

書類、画像、動画、会議での議論などを、人間並みに理解したり要約できる

データ入力、計算、資料作成、メール配信など、複合的な仕事をこなせる

生成AIの特徴

従来の情報システムは、精緻な設計・開発が必要で、システム構築に多大な労力を要していた。生成AI
は、人間に近い感覚で活用することができるので、システム実装が驚くほど期間短縮できてしまう。
。

ヒント② 生成AIの徹底理解
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プログラム 生成AI

やってもらいたいことを忠実にアルゴリズム化

１００点の必然性。それ以外はバグ

やってもらいたいことを自然言語で指示

限りなく１００点に近い仕事を遂行可能（日々進化）

多大なワークロードがかかる 驚くほどあっという間に実装できる

生成AIで業務を改革する-1
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モダナイゼーション対象となって
いる業務領域のDX
生成AIを前提としたDX2.0

システム開発・移行・保守作業のDX
生成AIの先進技術による生産性の
劇的向上

これまでのAI技術は、難易度が高く学習コストが高かった。
生成AIでは、難解なコードを書かなくても、機能実装できるようになり、導入活用のハードルが急激
に下がっている。

業務改革への適用 システム開発・保守への適用

生成AI:二刀流活用

AI駆動開発AI駆動開発DX by 生成AIDX by 生成AI
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画面・帳票の撲滅

残存する紙ベース事務の自動化

人間の判断のパターン化による自動化

メディアやフォーマットが異なる処理の自動化

データ収集・分析・方針案提示の自動化

複数の情報ソースの関連付けや組み立てによる論旨の自動化

監視・検知など状況変化の把握と報告の自動化

情報システムにおける画面や帳票は、究極的には必要ないぐらいの発想で取り組んではどうか。
これまでのIT化/デジタル化の壁を大胆に見直すチャンス。

人間にしかできなかった
ことが、次々と実装でき

るように。
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生成AIで業務を改革する-1

プロセス
1

プロセス
4

プロセス
3

プロセス
2

現行業務プロセス
プロセス

5

システム
A

システム
B

システム
C

人の判断 人の判断

プロセス
1

プロセス
4

プロセス
3

プロセス
2

新業務プロセス
プロセス

5

システム
A

システム
B

システム
C

AIシステ
ムα

AIシステ
ムβ

システム化しきれていない定型業務は、ワーク
フローシステムやRPAで自動化

この基幹業務へのAIの組み込みには、アーキテ
クチャの検討と整備が必要となる

加えて非定型業務をAIで置換
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生成AIで業務を改革する-2

新業務プロセス

プロセス
b

プロセス
a

新々業務プロセス

AIシステ
ムα

AIシステ
ムβ

基幹業務に生成AIを組み込むプロセスを増
やし、利用部門に生成AIを浸透させていく

段階的に、昭和平成時代のプロセスを劇的
に刷新する

加えて業務プロセス刷新検討

プロセス
1

プロセス
4

プロセス
3

プロセス
2

プロセス
5

システム
A

システム
B

システム
C

AIシステ
ムα

AIシステ
ムβ

情報システムに多数存在する「画面」、「帳票」は、人間が処理するためのものなので、思い切って 「画
面帳票ゼロシステム」を目指してみるくらいの、大胆な発想でDXを仕掛けることをお勧めしたい。
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ヒント③ データ利活用の具体化

データ利活用の目的（例）

合理化対象を浮き彫りにし、コスト削減を行う

収益力がある取引を浮き彫りにし、利益拡大を図る

お客様の購買性向を見極め、売上増を図る

データの付加価値化を図り、収益に繋げる

取引データ、製造データ、顧客データなど、日頃のオペレーションで
蓄積されるデータの利活用を考え抜く。

ディープラーニングなど、AIの最新技術
を駆使すると、比較的容易にデータ解
析が進み、これらの恩恵を享受できる。

ヒント③ データ利活用の具体化
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進まないデータ利活用
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データ活用基盤の整備-1



31

データ活用基盤の整備-2

この部分を簡素化できると、
一気にデータ活用が進む
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ヒント② 共創でDXを考える

出典 : 経済産業省 DXレポート2.1

ヒント④ 協創によるDX
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企業同士がデジタル技術で繋がる

 ウラノス・エコシステムとは、国がリードし、企業や業界、国境をまた
ぐ横断的なデータ共有やシステム連携を推進するイニシアティブ。

 産業界では、一般社団法人ウラノス・エコシステム推進センター
（OEPC）が始動。

 産業データスペースによるデータ連携など、AI利活用の基盤にも期
待されている。

出典 : 経済産業省ウラノス・エコシステム

企業をまたがるDXにおいて、データ連携が必須となるDFFTをベースとした産業データスペースの構築
と、これらをベースとした生成AIへの応用が進み始めている。



34

ウラノス・エコシステムによるエコ化とは

デジタルサービス
（AI）

デジタルサービス
（AI）

A顧客 B顧客

デジタルサービス
（AI）

デジタルサービス
（AI）

C顧客 D顧客

デジタルサービス
（AI）

デジタルサービス
（AI）

E顧客 F顧客

デジタルサービス
（AI）

デジタルサービス
（AI）

A顧客 B顧客

デジタルサービス
（AI）

デジタルサービス
（AI）

C顧客 D顧客

デジタルサービス
（AI）

デジタルサービス
（AI）

E顧客 F顧客

ウラノス・エコシステム

As Is

To Be
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ウラノス・エコシステム活用例

化学メーカー 材料メーカー 部品メーカー 完成品メーカー

組成データ 組成データ組成データ組成データ

ウラノス・エコシステムによる連携、データ共有ウラノス・エコシステムによる連携、データ共有

川上企業 川中企業 川下企業
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ウラノス・エコシステムの期待効果

地域経済の付加価値化と商圏拡大が期待できる

→ 地域連携を強め、付加価値化した上で、他地域への経済圏拡大を図る

業界共通規約の統一が進む

→業界毎に統一されるべきデータ標準、API標準推進をプロジェクト化し、段階的にエコ化

中小中堅企業の連携が進む

→ 大手企業同士はもとより、中小中堅企業向けのSaaSなどを提供し、デジタル化を加速

生成AIを生かすアイディアが広がる

→ LLMやRAGの連携アイディアを募り、マーケット拡大
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建設業界での取り組み案

アプリケーション 

デ
ジ
タ
ル 

業界・目的別 
協調システム 

共通のルール 
ガバナンス 

BIMなど データ閲覧 
システム 

自動車
蓄電池 

(ABtC) 

化学 
物質 
(CMP) 

静脈 
情報 
(RMP) 

リアル 原料 施工 解体 設計 利用 リサイクル 

トレーサビ
リティ 

素材情報 
設計情報 

素材価値 
不動産価値の

把握 
解体方法 材料調達 

検討中のデータプラットフォーム 

建設マテリアル情報 
プラットフォーム 

利用者向け 
システム 

設計向け 
システム 

マテリアルパスポート 

トレーサビリティツール （Madaster等） 
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まとめ
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DXでどう具体的に成果を出すか

流通業

IT企業

製造業

金融業

① 参加企業を集め、プロデューサーを中
心にプロジェクトを立ち上げる
（中小・ベンチャー企業を巻き込む）

② ウラノス・エコシステムをベースにフル
デジタルのエコ化を企画する

③ 身近で短期（半年から1年）に成果を出
す

ウラノス・エコシステム準拠のデータ連携基盤ウラノス・エコシステム準拠のデータ連携基盤

プロデューサー
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DXに取り組む際の第一歩

志が近い企業や業界と繋がる

AIなどのデジタル技術習得をDX部門任せにせず全社員で学ぶ

起承転結＋プロデューサー体制を構築する

貴社ならではの差別化要素を徹底訴求する

熱量を高める!
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2026年度に向けた取り組み案

上記以外のユースケースニーズを吸い上げ、プロジェクト化する

物流分科会で、検証・実装を一層進める

CE分科会で、具体的なプロジェクトを数件立ち上げる

勉強会・POCにとどめず、プロジェクト実装で成果を出す

会員企業の皆様に、個別にコンタクトさせていただき、ニーズの吸い上げ、ご要望のヒアリングをさせて
いただく所存です。引き続きよろしくお願い申し上げます。




